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夕暮れ時・夜間の交通事故防止

布ん鰹の著憲で珊瑚l社会I
この時季は日が短くなり、夕訓寺から夜間に帥ナこ交通事

故が勤口する傾向があります。

次のことに注意するなどしこ交通事故防止に努めましょう。

●ドライバーの方へ

薄暗し問寺聞静ま歩行者等が見えにくく、同じように自身の車

も歩行者から見えにくくなります。

早めのライト点灯に加え、ハイビームとロービームのこまめ

な切り替えを行い「よく見える」 「よく見られる」に努めてく

ださしt

●歩行者の方へ

薄暗川音間帯は見えているようで見えていません。

視界が開けた直線道路では、ドライバーの意識か遠くに向き

やすいため、近くにいる歩行者が見落とされやすくなります

そのため、ドライバーば歩行者が急に現れたという感覚にな

り事故につながっています。

夜光反射材や」 EDライトで

目立つとともに、ドライバーの

注意力が高まる横断歩道や交差

点を、安全確認した上で横断し

ましょう。

; 1 1月1日から12月1日を動瞬被害者月間
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